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< 参 考 資 料 ＞
２ ０ 2 5 年 ３ 月 1 9 日
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福島第一廃炉推進カンパニー

福島第一原子力発電所 港湾魚類対策の取り組み
(港湾内の海水および海底土の調査結果)
 福島第一原子力発電所においては、港湾内のセシウム濃度の高い魚類が港湾外に移動することを防止す
るため、これまで、以下の重層的な港湾魚類対策を実施してきました。
 港湾の環境改善：港湾内の海底土被覆、港湾に流れ込むセシウムの低減

(ガレキ撤去、フェーシング、シルトフェンス追加設置 等)
 魚類移動防止・捕獲：港湾内に移動防止網、刺網等を設置し、魚類の移動の防止、捕獲を実施
 モニタリング：港湾内で捕獲した魚類のセシウム濃度を測定し傾向を確認

 これらに加え、以下の対策が完了しています。
① 1-4号機取水路開渠内の海底再被覆工事(2023年10月16日開始・2024年6月13日完了)

② 1-4号機取水路開渠出口の魚類移動防止網の網目の微細化)(2023年7月31日開始・同年9月1日完了)

③ 1-4号機取水路開渠周辺を囲むように東波除堤の魚類移動防止網をリプレイスする工事(2023年7月26日
開始・2024年3月4日完了)

＜以上 2022年9月27日,2023年6月26日,7月24日,10月13日,2024年2月29日,3月4日,6月13日お知らせ済み＞

 港湾魚類対策の取り組みとして、港湾内※の海水および海底土のセシウム137濃度等を調査しました。
 セシウム137濃度を調査した結果、海水は一部を除き検出限界値未満でした。海底土は、1-4号機取水
路開渠内(再被覆前)に比べて2桁低く、高いところでも5,6号機取水路開渠付近と同程度であり、海水
への影響は見られませんでした。(2,3ページ参照)

 また、海底土に付着しているセシウム137の化学性状は、大部分が魚類に取り込まれにくいと推定されて
いる形態でした。(4ページ参照)

 2024年度も魚類捕獲の強化を継続しており、これまでのところセシウム濃度が100ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超える魚類
は捕獲されていませんが、引き続き、港湾の環境改善(港湾に流れ込むセシウムの低減)ならびに港湾内の
魚類のモニタリング等、港湾魚類対策に取り組んでまいります。

※：1-4号機取水路開渠内および5,6号機取水路開渠付近を除く港湾内

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2022/2h/rf_20220927_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2023/1h/rf_20230626_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2023/2h/rf_20230724_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2023/2h/rf_20231013_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2024/d240229_11-j.pdf#page=41
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2024/1h/rf_20240304_1.pdf
https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2024/1h/rf_20240613_1.pdf
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図1.調査位置図

開渠以外
(今回の調査位置)

海底土被覆

海面付近の海水

中層の海水

海底付近の海水

海底土(堆積土砂)

図2.調査位置図(サンプリング位置イメージ)

1-4号機取水路開渠
海底再被覆工事完了

5,6号機取水路開渠
維持浚渫工事実施中

1．港湾内全体の状況および開渠以外の調査内容等
 これまで、5,6号機取水路開渠付近および1-4号機取水路開渠において、海底土(堆積土砂)等のセシウ
ム137濃度を調査しています。

 ALPS処理水の希釈用海水の取水路となっている5,6号機取水路開渠付近においては、維持浚渫工事を
実施するとともに、K排水路から雨水排水が流入する1-4号機取水路開渠内においては、海底再被覆工
事を完了しています。

 今回、これらの開渠以外の調査として、図1の10地点において、2024年9月に図2の位置で海水(海面付
近・中層・海底付近)および海底土を採取し、これまでセシウム137濃度分析および海底土に付着している
セシウム137の化学性状分析を実施してまいりました。
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【参考】
1-4号機取水路開渠内：19,000~150,000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
5,6号機取水路開渠付近：227~5,140 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
5,6号機放水口北側：112~280 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
(1-4号機路開渠内は2023年、他は2024年の結果)

再被覆完了

①

<0.2807
<0.2954
<0.3175

4571

②

0.5283
0.3681

<0.3175
4575

海底土のセシウム137濃度
1,000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg未満

10,000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg未満
100,000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg未満
100,000 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg以上

1-4号機取水路開渠内
5,6号機取水路開渠付近

5,6号機
放水口北側

2．港湾内の海水および海底土のセシウム137濃度の調査結果
 港湾内(開渠以外)の10地点において、2024年9月に海水(表層・中層・海底付近)および海底土を採取
し、セシウム137濃度を調査してまいりました。

 調査の結果、海水については30サンプルのうち28サンプルが検出限界値(約0.4ﾍﾞｸﾚﾙ/L)未満でした。
 海底土については、183.0(地点⑤)～4,575(地点②)ﾍﾞｸﾚﾙ/kgでした。濃度の分布として、港湾口から
港湾の奥に向けて高くなる傾向がありましたが、1-4号機取水路開渠内(再被覆工事前で最大15万ﾍﾞｸﾚ
ﾙ/kg)に比べると2桁低く、5,6号機取水路開渠付近と同程度でした。また、港湾口付近(地点⑩)の濃度
は、港湾外(5,6号機放水口北側)と同程度でした。

Ｎ

③

<0.2534
<0.2807
<0.3099

3711

④

<0.3038
<0.2637
<0.3046

2329

⑥

<0.2795
<0.2857
<0.3004

897.4

⑦

<0.3024
<0.3227
<0.2888

808.3

⑧

<0.3395
<0.3227
<0.3132

423.7

⑨

<0.2636
<0.2888
<0.2454

214.5

⑩

<0.2954
<0.3329
<0.3426

368.4

図1.調査位置毎の海水および海底土のセシウム137濃度

 海底土からセシウム137が検出さ
れる一方で、海水については、ほ
とんどが検出限界値未満であった
ことを踏まえれば、海底土のセシ
ウム137が海水に溶出するような
状況は見られていないと考えてい
ます。

採取位置 単位

海面付近の海水

ﾍﾞｸﾚﾙ/L中層の海水

海底付近の海水

海底土 ﾍﾞｸﾚﾙ/kg

⑤

<0.2912
<0.3010
<0.3227

183.0
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Tessierら(1979)の逐次抽出法による
分画中のセシウムの存在形態

※:「平成28年度 東京電力福島第一原子力発電所事
故対応の調査研究における主要成果」(平成29年3月
(研)水産研究・教育機構)の7.海底土中の放射性セ
シウムの水産物への影響評価より引用

図3.(参考)福島沖の海底土における調査結果※
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3．港湾内の海底土に付着しているセシウム137の化学性状調査結果

図1.港湾内(開渠以外)の海底土に含まれるセシウムの化学性状調査結果

図2.(参考)1-4号機取水路開渠内の海底土に含まれるセシウムの化学性状調査結果

1-4号機取水路開渠内の海底土は、2024年6月に再被覆工事を完了

 港湾内(開渠以外)の10地点において採取した海底土について、付着しているセシウム137の化学性状を
調査してまいりました。

 調査の結果、セシウム137の化学性状は、大部分が魚類に取り込まれにくいと推定されている形態でした。
 加えて、3ページに記載の通り、海底土のセシウム137が海水に溶出するような状況も見られず、港湾内

(開渠以外)の海底土が、魚類に及ぼす影響は限定的と考えています。

■F1～F4
魚に取り込まれやすいと
推定されている部分

■F5
魚に取り込まれにくいと
推定されている部分



5

 2022年2月以降、港湾における魚類捕獲の強化等、港湾魚類対策の強化を実施してきました。

表 エリア別の分析数と100ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超えた分析試料数 図 港湾における魚類捕獲のエリア分け

 2023年9月に1-4号機取水路開渠出口
の魚類移動防止網の微細化、2024年3
月に東波除堤の魚類移動防止網のリプレイ
ス工事、2024年6月に1-4号機取水路開
渠内の海底再被覆工事が完了しています。

 2024年度も、魚類捕獲の強化を継続して
いますが、これまでのところセシウム濃度が
100ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超える魚類は捕獲されて
いません。

 引き続き、港湾内の魚類のモニタリング等、
港湾魚類対策に取り組んでまいります。

【参考】発電所港湾における魚類のモニタリング状況

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

港湾口付近 12 0 0% 108 3 3% 67 4 6% 3 0 0%
南防波堤付近 9 1 11% 35 0 0% 15 1 7% 5 0 0%
北防波堤付近 41 0 0% 134 8 6% 82 6 7% 17 0 0%
東波除堤付近 23 5 22% 119 14 12% 51 2 4% 12 0 0%
1～4号機取水路開渠 12 12 100% 13 11 85% 0 0 0%
物揚場付近 3 1 33% 7 0 0% 45 2 4% 3 0 0%

全体 88 7 8% 415 37 9% 273 26 10% 40 0 0%

2024年度（4月～2025年1月）2023年度

捕獲エリア

2021年度 2022年度



6図14.1-4号機取水路開渠内の海底土に含まれるセシウムの化学性状調査結果

Tessierら(1979)の逐次抽出法による
分画中のセシウムの存在形態※

 今回採取した1-4号機取水路開渠内の海底土に付着しているセ
シウムの化学性状について、追加の確認を行いました。

 確認は、「平成28年度 東京電力福島第一原子力発電所事故
対応の調査研究における主要成果」（平成29年3月（研）水産
研究・教育機構）の7.海底土中の放射性セシウムの水産物への
影響評価で使用されたTessierら（1979)の逐次抽出法にて行
いました。

 上記調査研究における福島沖の海底土と、1-4号機取水路開渠
の海底土のセシウム性状は、魚に取り込まれにくいと考えられている
ケイ酸塩の状態で多く存在していました。

 しかしながら、1-4号機取水路開渠内の海底土では、その他の性
状のセシウムのばらつきが大きく、魚に取り込まれやすいと考えられて
いる形態（F1-F4）が5割程度を占める箇所（北側-2、南側-
1）も確認されました。

※「平成28年度 東京電力福島第一原子力発
電所事故対応の調査研究における主要成果」（
平成29年3月（研）水産研究・教育機構）の
7.海底土中の放射性セシウムの水産物への影響
評価より引用

F1～F4
魚に取り込まれやすいと考
えられている部分

F5
魚に取り込まれにくいと考
えられている部分

図15.福島沖の海底土における調査結果※

【参考】海底土に付着しているセシウムの化学性状確認について
2024年2月29日 廃炉･汚染水･処理水対策チーム会合 第123回事務局会議資料(一部抜粋)
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【参考】5/6号機取水路開渠内の海底土モニタリング結果
2025年2月27日 廃炉･汚染水･処理水対策チーム会合 第135回事務局会議資料(一部抜粋)


